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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月31日(2016.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　ビデオコーディング規格によって定義される基礎量子化パラメータ（ＱＰ）粒度の整数
倍と等しい、量子化行列エントリのための修正されたＱＰ粒度を設定することと、
　ベースとなる量子化パラメータ（ＱＰ）値の前記整数倍に対してオフセットとして使用
される関連量子化行列エントリに基づいてビデオブロックの複数の量子化された変換係数
のための修正されたＱＰ値を計算することと、ここにおいて、前記修正されたＱＰ値は、
前記量子化行列エントリの全てにわたって均一ＱＰ粒度を提供する、
　前記修正されたＱＰ値に基づいて前記ビデオブロックの前記量子化された変換係数から
逆量子化された変換係数を計算することと
を備える方法。
【請求項２】
　修正されたＱＰ値を計算することは、前記ベースとなるＱＰ値の前記整数倍に関連量子
化行列エントリ値を追加することによって、所与の量子化された変換係数のための修正さ
れたＱＰ値を計算することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　逆量子化された変換係数を計算することは、前記修正されたＱＰ値のためのスケーリン
グアレイエントリで所与の量子化された変換係数を乗算することによって、逆量子化され
た変換係数を計算することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　修正されたＱＰ値を計算することは、QPmod[i][j] = g * QP + (M[i][j] - オフセット
)にしたがって、位置[i][j]での所与の量子化された変換係数のための修正されたＱＰ値
を計算することを備え、gは、前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍を示し、ＱＰは、前記ベー
スとなるＱＰ値を示し、M[i][j]は、前記所与の量子化された変換係数に関連付けられた
量子化行列エントリ値を示し、オフセットは、前記量子化行列エントリ値のオフセットを
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示す、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記修正されたＱＰ粒度において修正された範囲内にあるように前記修正されたＱＰ値
の各々をクリップすることをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　逆量子化された変換係数を計算することは、前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍に等しい、
多数のエントリを含むスケーリングアレイおよび前記修正されたＱＰ値に基づいて前記逆
量子化された変換係数を計算することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記逆量子化された変換係数を計算する前に、前記量子化された変換係数を符号付きの
１６ビットにクリップすることをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　変換係数のレベル値が符号化の間に１６ビットに制限される場合、前記量子化された変
換係数をクリップすることなく前記逆量子化された変換係数を計算することをさらに備え
る、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　ビデオコーディング規格によって定義される基礎量子化パラメータ（ＱＰ）粒度の整数
倍と等しい、量子化行列エントリのための修正されたＱＰ粒度を設定することと、
　ベースとなる量子化パラメータ（ＱＰ）値の前記整数倍に対してオフセットとして使用
される関連量子化行列エントリに基づいてビデオブロックの複数の変換係数のための修正
されたＱＰ値を計算することと、ここにおいて、前記修正されたＱＰ値は、前記量子化行
列エントリの全てにわたって均一ＱＰ粒度を提供する、
　前記修正されたＱＰ値に基づいて前記ビデオブロックの前記変換係数から量子化された
変換係数を計算することと
を備える方法。
【請求項１０】
　修正されたＱＰ値を計算することは、前記ベースとなるＱＰ値の前記整数倍に関連量子
化行列エントリ値を追加することによって、所与の変換係数のための修正されたＱＰ値を
計算することを備える、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　量子化された変換係数を計算することは、前記修正されたＱＰ値のためのスケーリング
アレイエントリで所与の変換係数を除算することによって、量子化された変換係数を計算
することを備える、
請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　修正されたＱＰ値を計算することは、QPmod[i][j] = g * QP + (M[i][j] - オフセット
)にしたがって、位置[i][j]での所与の量子化された変換係数のための修正されたＱＰ値
を計算することを備え、gは前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍を示し、ＱＰは、前記ベース
となるＱＰ値を示し、M[i][j]は、前記所与の量子化された変換係数に関連付けられた量
子化行列エントリを示し、オフセットは、前記量子化行列エントリのオフセットを示す、
請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記修正されたＱＰ粒度において修正された範囲内にあるように前記修正されたＱＰ値
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の各々をクリップすることをさらに備える、
請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　量子化された変換係数を計算することは、前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍に等しい、多
数のエントリを含むスケーリングアレイおよび前記修正されたＱＰ値に基づいて前記量子
化された変換係数を計算することを備える、
請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記量子化された変換係数を計算する前に、前記変換係数のレベル値を１６ビットに制
限することをさらに備える、
請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　ビデオデータを復号するデバイスであって、
　ビデオデータを記憶するために構成されたメモリと、
　ビデオコーディング規格によって定義される基礎量子化パラメータ（ＱＰ）粒度の整数
倍と等しい、量子化行列エントリのための修正されたＱＰ粒度を設定することと、ベース
となる量子化パラメータ（ＱＰ）値の前記整数倍に対してオフセットとして使用される関
連量子化行列エントリに基づいてビデオブロックの複数の量子化された変換係数のための
修正されたＱＰ値を計算することと、ここにおいて、前記修正されたＱＰ値は、前記量子
化行列エントリの全てにわたって均一ＱＰ粒度を提供する、前記修正されたＱＰ値に基づ
いて前記ビデオブロックの前記量子化された変換係数から逆量子化された変換係数を計算
することとを行うように構成されたプロセッサと
を備えるデバイス。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、前記ベースとなるＱＰ値の前記整数倍に関連量子化行列エントリ値
を追加することによって、所与の量子化された変換係数のための修正されたＱＰ値を計算
することとを行うように構成される、
請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、所与の量子化された変換係数に前記修正されたＱＰ値のためのスケ
ーリングアレイエントリを乗算することによって、逆量子化された変換係数を計算するた
めに構成される、
請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、QPmod[i][j] = g * QP + (M[i][j] - オフセット)にしたがって、
位置[i][j]での所与の量子化された変換係数のための修正されたＱＰ値を計算するために
構成され、gは前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍を示し、ＱＰは、前記ベースとなるＱＰ値
を示し、M[i][j]は、前記所与の量子化された変換係数に関連付けられた量子化行列エン
トリ値を示し、オフセットは、前記量子化行列エントリ値のオフセットを示す、
請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記修正されたＱＰ粒度において修正された範囲内にあるように前
記修正されたＱＰ値の各々をクリップするために構成される、
請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍に等しい多数のエントリを含むスケ
ーリングアレイおよび前記修正されたＱＰ値に基づいて前記逆量子化された変換係数を計
算するために構成される、
請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２２】
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　前記プロセッサは、前記逆量子化された変換係数を計算する前に、前記量子化された変
換係数を符号付きの１６ビットにクリップするために構成される、
請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２３】
　変換係数のレベル値が符号化の間に１６ビットに制限される場合、前記プロセッサは、
前記量子化された変換係数をクリップすることなく前記逆量子化された変換係数を計算す
るために構成される、
請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２４】
　ビデオデータを符号化するデバイスであって、
　ビデオデータを記憶するために構成されたメモリと、
　ビデオコーディング規格によって定義される基礎量子化パラメータ（ＱＰ）粒度の整数
倍と等しい、量子化行列エントリのための修正されたＱＰ粒度を設定することと、ベース
となる量子化パラメータ（ＱＰ）値の前記整数倍に対してオフセットとして使用される関
連量子化行列エントリに基づいてビデオブロックの複数の変換係数のための修正されたＱ
Ｐ値を計算することと、ここにおいて、前記修正されたＱＰ値は、前記量子化行列エント
リの全てにわたって均一ＱＰ粒度を提供する、前記修正されたＱＰ値に基づいて前記ビデ
オブロックの前記変換係数から量子化された変換係数を計算することとを行うように構成
されたプロセッサと
を備えるデバイス。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、前記ベースとなるＱＰ値の前記整数倍に関連量子化行列エントリ値
を追加することによって、所与の変換係数のための修正されたＱＰ値を計算することとを
行うように構成される、
請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、前記修正されたＱＰ値のためのスケーリングアレイエントリで所与
の変換係数を除算することによって、量子化された変換係数を計算するために構成される
、
請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記プロセッサは、QPmod[i][j] = g * QP + (M[i][j] - オフセット)にしたがって、
位置[i][j]での所与の量子化された変換係数のための修正されたＱＰ値を計算するために
構成され、gは、前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍を示し、ＱＰは、前記ベースとなるＱＰ
値を示し、M[i][j]は、前記所与の量子化された変換係数に関連付けられた量子化行列エ
ントリを示し、オフセットは、前記量子化行列エントリのオフセットを示す、
請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記プロセッサは、前記修正されたＱＰ粒度において修正された範囲内にあるように前
記修正されたＱＰ値の各々をクリップするために構成される、
請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記プロセッサは、前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍に等しい多数のエントリを含むスケ
ーリングアレイおよび前記修正されたＱＰ値に基づいた前記量子化された変換係数を計算
するために構成される、
請求項２４に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記プロセッサは、前記変換係数のレベル値を、前記量子化された変換係数を計算する
前に、１６ビットに制限するために構成される、
請求項２４に記載のデバイス。
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【請求項３１】
　ビデオデータを復号するデバイスであって、
　ビデオコーディング規格によって定義される基礎量子化パラメータ（ＱＰ）粒度の整数
倍と等しい、量子化行列エントリのための修正されたＱＰ粒度を設定するための手段と、
　ベースとなる量子化パラメータ（ＱＰ）値の整数倍に対してオフセットとして使用され
る関連量子化行列エントリに基づいてビデオブロックの複数の量子化された変換係数のた
めの修正されたＱＰ値を計算するための手段と、ここにおいて、前記修正されたＱＰ値は
、前記量子化行列エントリの全てにわたって均一ＱＰ粒度を提供する、
　前記修正されたＱＰ値に基づいて前記ビデオブロックの前記量子化された変換係数から
逆量子化された変換係数を計算するための手段と
を備えるデバイス。
【請求項３２】
　前記修正されたＱＰ値を計算するための手段は、前記ベースとなるＱＰ値の前記整数倍
に関連量子化行列エントリ値を追加することによって、所与の量子化された変換係数のた
めの修正されたＱＰ値を計算するための手段を備える、
請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３３】
　前記逆量子化された変換係数を計算するための手段は、所与の量子化された変換係数に
前記修正されたＱＰ値のためのスケーリングアレイエントリを乗算することによって、逆
量子化された変換係数を計算するための手段を備える、
請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３４】
　前記修正されたＱＰ値を計算するための手段は、QPmod[i][j] = g * QP + (M[i][j] - 
オフセット)にしたがって、位置[i][j]での所与の量子化された変換係数のための修正さ
れたＱＰ値を計算するための手段を備え、gは、前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍を示し、
ＱＰは、前記ベースとなるＱＰ値を示し、M[i][j]は、前記所与の量子化された変換係数
に関連付けられた量子化行列エントリ値を示し、オフセットは前記量子化行列エントリ値
のオフセットを示す、
請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３５】
　ビデオデータを復号するための命令を備えるコンピュータ可読媒体であって、前記命令
は、実行されるときに、１つまたは複数のプロセッサに、
　ビデオコーディング規格によって定義される基礎量子化パラメータ（ＱＰ）粒度の整数
倍と等しい、量子化行列エントリのための修正されたＱＰ粒度を設定することと、
　ベースとなる量子化パラメータ（ＱＰ）値の前記整数倍に対してオフセットとして使用
される関連量子化行列エントリに基づいてビデオブロックの複数の量子化された変換係数
のための修正されたＱＰ値を計算することと、ここにおいて、前記修正されたＱＰ値は、
前記量子化行列エントリの全てにわたって均一ＱＰ粒度を提供する、
　前記修正されたＱＰ値に基づいて前記ビデオブロックの前記量子化された変換係数から
逆量子化された変換係数を計算することと
を行わせるコンピュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記命令は、前記プロセッサに、前記ベースとなるＱＰ値の前記整数倍に関連量子化行
列エントリ値を追加することによって、所与の量子化された変換係数のための修正された
ＱＰ値を計算することを行わせる、
請求項３５に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記命令は、前記プロセッサに、前記修正されたＱＰ値のためのスケーリングアレイエ
ントリで所与の量子化された変換係数を乗算することによって、逆量子化された変換係数
を計算することを行わせる、
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請求項３５に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３８】
　前記命令は、前記プロセッサに、QPmod[i][j] = g * QP + (M[i][j] - オフセット)に
したがって、位置[i][j]での所与の量子化された変換係数のための修正されたＱＰ値を計
算することを行わせ、gは前記基礎ＱＰ粒度の前記整数倍を示し、ＱＰは、前記ベースと
なるＱＰ値を示し、M[i][j]は、前記所与の量子化された変換係数に関連付けられた量子
化行列エントリ値を示し、オフセットは、前記量子化行列エントリ値のオフセットを示す
、
請求項３５に記載のコンピュータ可読媒体。
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